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2007 年  01 月  02 日  

熊野の旅 ２００７年の熊野  

 年が変わって熊野が変わるわけではありません。 
 長い歴史の中で、特に栄えることもなく、近代の開発にもさほど荒らされず… 
 半分忘れられたように眠っていた熊野の地を世界遺産とやらに指定しましたが、さ

ほど変わるものでも無し… 
 先輩の日本国内の世界遺産指定地も指定されていることすら忘れられ、熊野の指定

のあとには『知床』が指定され、次は『石見銀山』だとか…『富士山』も指定を目指

してゴミ片付けにおおわらわだとか…他にも指定希望地が目白押しだそうです。 
 まあ、あまり変わらず、破壊もされず、それで良いのだと思います。 

 
 熊野市の現状は・・・ 
   人口 21.570 人 
     男 10.025  女 11.545 
     女の人が大幅に余っています。 
     ただし、適齢期ではないと思います。 

 
   世帯数 10.305 

 
   ６５歳以上 7.258 人  33.65％ 
      男 2.915  女 4343 

 
 ２００６年１１月末の数字です。 
 一年間で人口は増えています。 
 理由は南牟婁郡紀和町と合併したからです。１５００人も増えました。すごいでし

ょう？ 
 このためにかかる経費はどれくらいでしょうね。 
 戸籍、住民票をはじめとする、旧・紀和町の住民の方の公文書の訂正、土地台帳な

どの訂正、条例の廃止や新設に関するもの、道端の看板からパンフレットのやり直し

…きりがないほどあります。表に出ないお金がほとんどですがね。 
 まあ、熊野市はこんなものです。 
 そして、この紀伊半島全域も良く似たものです。 

 
 それでも、のんびり、平穏なのは気候のせいでしょうか？ 
 いつ起きるか分からない大地震にもぴりぴりする人も居ませんね。 
 極楽浄土の入り口に暮らしているので気楽なのでしょうか？ 
 その割りに、信心深くないような気もしますが… 
 仏は衆生を救わんとして居られるのですから…これでいいのかも？？？ 

 
 今年もぼちぼち、書いてゆきます。 



 
カメラはこれからよく使うかもしれない・・・・ 
  スピグラ 23  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2007-01-02 11:54 

 

 

 

2007 年  01 月  03 日  

熊野の旅 熊野市は広い  

 熊野市は非常に広い行政区域を持っています。 
 平成の大合併以降は全国的に広い面積の市が増えたので順位は随分下がったのだ

と思いますが、昭和の合併時代には本州では指折りの面積でした。 
 昭和の合併の時に８カ町村半合併したのです。この『半』は旧神志山村の金山地区

が分村して、熊野市に併合されたのです。 
 更に、平成に合併で熊野市になった『旧紀和町』も元々、昭和の合併で町になった

もので入鹿村や西山村が合併したものです。 
 こうした合併も、地形が複雑で自然に村が分かれていたようなもの同士の合併です

から、合併したからと言って『役場』を全部やめるわけにも行かないのです。住民票

の交付などの業務のために、公共交通機関も無い所から中心部に来いとは言えないか

らです。 
 こうした事情もあって熊野市役所と言うのは出張所の類が非常に多いのです。 
 紀和庁舎（旧紀和町）、神上出張所（旧神川村）、育生出張所（旧育生村）、五郷出

張所(旧五郷村)、飛鳥出張所（旧飛鳥村）、荒坂出張所（旧荒坂村）、新鹿出張所（旧

新鹿村）、上川出張所（旧紀和町）、西山出張所（旧紀和町）これだけあります。 
 村役場が残っているよりははるかに効率は良い訳ですが、中々大変です。受け持ち

戸数はどんどん減っていますが切り捨てるわけにも行きませんから…山間部や海岸

線では最早出張所に出向くことも困難になった家庭が増えています。近所の人に送っ



てもらおうにも、集落全体が老齢化して車も出せない、バスなんて大昔になくなって

いる…これでは廃村になって当たり前でしょう。 
 たまに、都会から『文化人』が流れてきますが、とてもとても歯止めにはなりませ

ん。生活基盤、インフラの維持のために経費が余分にかかることすらあります。そう

した人からはほとんど税金は入りませんし… 
 団塊世代の定年退職組みが入り込めるような生易しい田舎じゃないですしね… 

 
 熊野市駅近くで威容を誇る『熊野市役所』です。 
 あまり使いよい建物でもないし、外壁のタイルの落下の補修で随分お金もかかりま

した。 
 平成の大合併の折には建て替えの話まで出ました。 
 これ以上無駄な建物は要らないような気がしますが… 

 
 今日は成人式を覗いてきました。 
 スナップが上がれば書いてみたいと思います。  
Tags:熊野市 クラシックカメラ     by je2luz | 2007-01-03 12:01  



2007 年  01 月  04 日  

熊野の旅 ２００７年成人式  

 

 正月三日、例年通りに市民会館で熊野市の成人式が行われました。 
 何年ぶりかで覗きに行ってきました。 
 どこの田舎でもそうだと思いますが、成人式に招待される若者の数は年々減少して

います。 
 今年の熊野市の新成人は ２９３名 とか言っていました。勿論、合併した紀和町

の若者も数名入っている数です。 
 年齢からして、ほとんどの人は大学生か専門学校生です。地元の近大高専の学生を

除いて地元に残っているのはほんの少しです。学生の時は住民票を移さないので成人

式の招待者に含まれます。 
 我が家の子供三人も学生の時に成人式を迎え、他所に居ましたが、成人式は熊野市

で参加しました。 
 高校卒業から二年、これだけの数が集まることはこれから先も無いのです。クラス

会や同級会をやっても、休みの都合などもあり中々揃わないものです。 
 今年の新成人の印象は・・・『すごくおとなしい』と言うものでした。 
 取り立てて派手なとか破天荒な格好の子も居ないし、式典の間もおとなしく席につ

いているし…感心したのは、遅刻したのが一人だけと言うことでした。いい社会人に

なれる？？？ 



 
 この風景…毎年見かけられる物ですね。 
 変わってきたのは、かつてはフィルムカメラだったのが、携帯とデジタルカメラに

変わってしまったことですね。 
 携帯写真になれちゃったのか、デジタルカメラさえ少なかったですね。 
 フィルムカメラを持っているのは私のような部外者だけ… 
 会場の風景はあまり変わらないのに、ここだけは随分変わってしまいましたね。  
Tags:熊野市 クラシックカメラ      by je2luz | 2007-01-04 12:11 

 

 

 

2007 年  01 月  05 日  

熊野の旅 成人式と親子  

 戦後しばらくの時期を除いて、いつの成人式でも女の子は着物姿です。町中で女の

子の振袖姿どころか和服姿すら見なくなった今日でも、この日ばかりはギャルも日本

の女の子に戻ります。 
 まだ、日本が貧しかった頃には振袖を着る子もこんなに多くなく、段々増えるにし

たがって、『競争になる』『あとで着もしない振袖は無駄だ』と、禁止の動きもありま

したが成功した町は少ないようです。 
 禁止は難しいので、成人式をお盆休みに移動させた町もありましたね。真夏なら振

袖は着ないでしょうからね。 
 この晴れ姿のために母ちゃんがパートに出てせっせとお金をためるなんて話は良

く聞きます。しかし、何とか買えるなり借りるなり出来る時代になってからは禁止話

も無くなってゆきました。 
 熊野のような田舎では、１８歳を越え、高校を卒業すると子供達はほとんど全員他

所に出ます。昔と違い、就職より進学が多いのですが、地元に大学も専門学校も無い

のでほぼ全員になる訳です。 



 我が家でもそうですが、１８歳を越えた子供と一緒に過ごす時間は年に数日、数時

間になります。そして、そのまま他所での生活になり、他所の人になります。 
 その分、親達の多くが晴れ姿を見たくなるようです。この機会に見ないと、娘の振

袖姿など、たとえ友達の結婚式に出席しても地元ではほとんどありませんから、二度

と見られないのです。 
 式の始まる前の市民会館の前やホールには母親の姿が結構見られます。 
 このお母さん方もまだ子供が本当に巣立ってしまうことにはピントきていないよ

うですが・・・ 

  
Tags:熊野市 モノクロ      by je2luz | 2007-01-05 11:24  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年  01 月  06 日  

熊野の旅 町の看板 散髪屋  

 この辺では床屋さんのことを散髪屋と呼ぶことが多かったですね。 
 看板は「理髪店」が多くて、『バーバー』なんて昔はやったのもありますね。 
 目印は今も昔も「ねじりん棒」がくるくる廻っています。 



 

 これは近所の散髪屋さんの看板です、二代目の親方も統計上も老人に入れられる歳

です。そして、三代目は居ません。あと数年で閉店でしょうね。 
 男の人でも美容院の方に行く人が居ますし、人口は減っているし、そもそも、髪を

刈るピッチがうんと伸びたようですから床屋さんの客は随分減ったはずです。 
 昔は、『手に職を付ければ…』と、床屋さんに弟子入りする中卒の子もいたのです

が、床屋さんや散髪屋さんが『理容師』と呼ばれるようになった頃から、『理容学校』

で資格をとるようになってきて様子が変わってきました。すごく都会的になったよう

に見え、格好いい風に変わったのですが、田舎に帰ってきて開業する人が居なくなっ

てきました。 
 田舎で開業しても、面白味は無いからでしょうね。『カリスマ』なんて呼ばれるこ

ともありませんしね。 
 見回してみると随分長い間、新しい散髪屋が開業したこともないし、跡継ぎが店に

入ったのも聞かないし…６０歳以下の床屋さんは一体何軒あるのでしょうか？ 
 そろそろ、田舎で床屋を開業する潮時なのかもしれませんね。５年もすると市場を

独占できるかも…顔剃りは皺があってやりにくいでしょうがね。 

   
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2007-01-06 12:07 | 

 

 

 

 

2007 年  01 月  07 日  

熊野の旅 世界遺産・・・なんと２４件立候補  

 世界遺産の日本での候補地を公募していましたが、２４件も応募があったそうです。

応募期間は物凄く短かったと思うのですが、用意されていたと言うか、作文をでっち

上げたと言うか、たくさん出てきましたね。 
 ここの世界遺産もいい加減広くて分かったような分からないような物ですが、もっ



ち広いのも立候補してきましたね。 
 『四国八十八箇所霊場と遍路道』…四国全域ですから広いですね。でも、開発され

ちゃった区間が多いにしても遍路道の方が『参詣道』としての形は熊野古道よりはっ

きりしていますね。 
 私は、指定前後に『世界遺産指定されたらどうなるの？』と聞かれた時に。『個人

には何もいいことは無いけど、来てくれて歩いている人に対して遍路道の住民のよう

に接するのがいいと思うよ』と答えていたのですが、今度は本家本元が立候補してき

ましたね。 
 出羽三山も出てきましたし…信仰と観光を兼ねたのも増えそうですね。 
 うーーーん、元々の集客力では四国八十八箇所はすごいですしね… 
 合格が三分の一でも８箇所ですね。 
 予想通り、日本中が世界遺産で埋まりそうです。 
 今のうちに熊野古道歩きに来ておかないと、来るチャンスをなくしますよ。四国な

どに手を染めたら長い間離れられなくなりますから… 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2007-01-07 11:52  

 

 

 

 

2007 年  01 月  08 日  

熊野の旅 四国八十八箇所と西国三十三箇所  

 霊場めぐりと言えば四国八十八箇所のお遍路さんが思い起こされると思います。 
 第１番：霊山寺、第２番：極楽寺、第３番：金泉時…と四国に点在するお寺を廻る

ものです。四国中にあり、８８ヶ寺も廻るのですから今のように車の時代でも簡単に

は廻れません。作法どおりに歩いて廻るとなると… 



 これほど大変なお遍路さんなのに近年は随分たくさんの人が歩かれているようで

すね。予想では、これからしばらくは、団塊の世代が定年退職するのでうんと増える

だろうと言うことです。 
 ここでも、みんなと一緒なのでしょうかね？ 
 四国の霊場めぐりに対し西国にも三十三箇所の霊場めぐりがあります。  
 第 1 番：青岸渡寺, 第 2 番：紀三井寺, 第 3 番：粉川寺・・・と、続くものです。 
 第一番札所は熊野三山の那智山です。これば一番南ですが、奈良、摂津。近江を通

って丹後の国は天橋立の成相寺（２８番）が北の端になります。これも、お寺の数は

少ないですが、最後の美濃の国、谷汲・華厳寺にたどり着くまでは大変な行程です。 
 奈良の都や京の都も含んでいて、観光旅行には最適なコースなのですが、どういう

訳かこちらの方は観光資源にはならないようですね。 
 古くは『けいせいあわのなると』と言う、日本屈指の悲劇の舞台も四国だし…映画

などでも、悪いことしたり、親を弔ったりして歩くのは白い装束を着たお遍路さん姿

の四国の田舎道ですね。勝ち目は無いようです。 
 お通夜になるとこの辺では、この西国三十三箇所の霊場めぐりのご詠歌を謡う？唱

える？ので、お寺の名前はポピュラーなのですが、この辺の人も最近ではこちらを廻

らないで四国のお遍路さんに出ているようですから、負けて当たり前でしょうかね。 
 三十三箇所でご利益があるのならそちらの方が…なんて言っていたのではご利益

は無いですね。 

 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2007-01-08 11:35 | 

 

 



2007 年  01 月  09 日  

熊野の旅 ネタ探し  

 無精者の私にはこのネタ探しが一番苦労します。 
 ネタがあれば、こうした短い文章は簡単に作れます。 
 写真がないと書かないのですが、これも、写真があれば文章がいい加減でも分かっ

てもらえると言う逃げの手段です。 
 そもそも、この周辺の熊野古道を世界遺産に入れることに大きな疑問を持っている

私が、このような記事を書いていることが大いにおかしい訳です。 
 おいで下さいと言いながら根っこには疑問が入っています。『世界遺産』から離れ

れば、いいハイキングコースですが、それを離れたら誰も歩かないのが現実です。そ

れが証拠に百年ほど忘れられていたものですからね。 
 かつて、私がアマチュア無線を熱心にやっていた頃だと、熊野といえば『和歌山県

ですね…』が最初に出る人が多かったですね。これは、今でも変わらないことです。 
 次に出てきたのが『鬼ヶ城のあるところですね…』でした。おそらく、いまだと、

『熊野古道のあるところですね…』に変わっているのでしょうね。 
 東京でも、昔はお登りさんの行くのは『銀座』『皇居前』『浅草』なんてところで、

若い人もよく似たものでしたが、いまだと銀座が消えて『原宿』、皇居前が消えて『お

台場』なんかに変わっていますね。熊野を代表する場所が変わってもおかしくないの

でしょうね。 
 外はいい天気で暖かそうです。何か、何処か、写真を撮ってきます。 
 寿司屋と同じでネタ切れになると休業になりますから… 

 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2007-01-09 11:11  

 

 

 

 



 

 

2007 年  01 月  10 日  

熊野の旅 上天気  

 この辺りの冬は『上天気』で当たり前なのですが、この冬は雨が多くて少しおかし

な具合です。 
 満州、シベリアからの寒気が日本海を越えてきてたっぷり水蒸気を含んでいても、

中国地方、北陸地方の山にぶつかり、さらにもう一山紀伊山地にぶつかりすると、水

気が無くなって晴れ渡ってしまうのですが、今年の低気圧は太平洋岸を進むからでし

ょう。 
 ここに来て、天気が固まったらしく上天気になってきました。 
 昨日は天気がいいので撮影に出るつもりだったのですが、玄関を出て、目の前にあ

る庭の草を抜いたゴミの山を見て、ついつい続きをはじめてしまいました。普通だと、

雨が少なくて地面が固く、草は抜きにくいのですが、今は地面が濡れているので面白

いほど簡単に抜けるのです。おまけに、この辺の雑草は年中緑のが多いので余計に仕

事はしよいですね、 
 そんなことやっていて、結局カメラは車に乗ったままで、車が庭から出ることはあ

りませんでした。 
 今日も上天気、今日こそは・・・などと思っています。カメラは昨日からバッグに

収まっていますからね。 

 

Tags:熊野市 モノクロ             by je2luz | 2007-01-10 11:25 

 

 
 


